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もんじゅの第 2 段階以降の廃止措置計画策定に向けた取組状況 

2021 年 7 月 29 日 

日本原子力研究開発機構 

敦賀廃止措置実証部門 

第 36 回もんじゅ廃止措置安全監視チーム会合（令和 3 年 6 月 8 日開催）にお

いて、①第 2 段階の廃止措置工程に係る全体計画（ロードマップ）の検討の必要

性、②その検討を行う上での体制整備及びプロジェクトマネージメントの強化

について指摘を受けたところ。本指摘を踏まえ、これまでのもんじゅ廃止措置計

画策定に関する業務運営の問題点について評価・分析を行うとともに、第２段階

に向けた作業を行う上で必要となる体制強化を図った上で、今後のプロジェク

ト管理の要となる廃止措置計画の全体像及びロードマップの再検討、具体化を

行うこととし、新たな体制の下で集中的に取り組んでいるところ。これまでの取

組状況と全体像及びロードマップの検討状況について報告する。 

１． もんじゅ廃止措置計画策定に関する業務運営に対する問題認識 

 廃止措置全体像とそのロードマップの具体化が十分でなく、個々の検討

作業の位置づけ、反映先と時期が組織内で共有できていなかった。

 設計・製作メーカによる各系統設備の解体検討結果の評価及びとりまと

めを将来の解体諸作業への準備として設計、建設工事の経験のない現場

設備担当者が行っており、廃止措置計画への反映に時間を要していた。 

 このような状況に対する組織としての対応がタイムリーになされず、プ

ロジェクトとしての計画管理及び進捗管理が体制面で不十分だった。

２． 廃止措置計画の実施体制の強化（別添資料：図１参照） 

 １．の問題認識を踏まえ、第２段階に向けた計画等の全体像を組織全体

として明確化、共有するとともに、今後の廃止措置に係る作業等の実効

性を高めつつ、効率的、効果的に推進することを目的とした実施体制の
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強化を図ることとした。 

 担当理事（敦賀廃止措置実証部門長）の下にもんじゅの廃止措置計画の

プロジェクトマネージャ（敦賀廃止措置実証本部長）を置き、担当理事

の指示、監督の下、プロジェクトマネージャが、第 2 段階に向けた廃止

措置計画の策定、実施体制の構築を含むもんじゅの廃止措置推進に関す

る全体管理を行う。 

 第 2 段階以降の廃止措置計画を策定し、その実現のための実施計画の作

成、進捗管理を廃止措置に関係する関係メーカも含めて、一元的に行う

ため、「もんじゅ廃止措置計画統括チーム」、「もんじゅ解体・廃棄物戦略

会議」及び「総合設計工程会議」を新設又は強化する。 

 プロジェクトの一元的な管理の基本となる廃止措置計画全体像とロー

ドマップを早急に具体化、共有することが先決であることから、上記体

制の下、全体像、ロードマップ作成作業に集中的に取り組み、作成後は

ロードマップに基づき上記体制で進捗管理、必要な計画改訂を行う。 

 

３． 廃止措置計画の全体像とロードマップの作成（別添資料：図２参照） 

 １．の問題認識を踏まえつつ、２．による新たな実施体制の下、廃止措

置計画を組織全体として明確化、共有しつつ推進する上で必要となる全

体像とロードマップの検討、策定作業を行うこととした。 

 これまでの検討結果を早急に集約するとともに、海外の先行事例も参考

としつつ、もんじゅの廃止措置計画全体を俯瞰した検討を行い、廃止措

置計画全体像を固め、その実現のためのロードマップを作成する。 

 この結果をもとに廃止措置第 2段階の作業範囲と完了時点での到達目標

を定めるとともに、今回申請範囲の実施項目を特定し、第 2 段階の残り

の実施項目に関する申請計画を含む第 2段階完了までの進め方を整理す

る。 

 

４． 廃止措置計画の全体像とロードマップの検討状況 

 ３．の廃止措置計画の全体像とロードマップの検討について、現在の検
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討状況は以下のとおり。 

 4 段階によるもんじゅの廃止措置全体工程を俯瞰し、海外先行例も参考

にしつつ、特に多くの実施項目が関係するナトリウム系統設備の解体に

関する作業の手順を中心に検討している。（別添資料：図３、図４参照） 

 第２段階の区分としては、ナトリウムに関わるリスク低減の区切りとな

るバルクナトリウムの所外搬出までとすることを主たる案として検討

を進めている。（別添資料：図５、図６参照） 

 ナトリウム設備の解体に関連して、多くの事前準備作業、後工程作業（別

添資料：図７参照）があり、これら作業の対応方針を固めた上でロード

マップに反映する必要があることから、廃止措置計画の全体像、ロード

マップ及び第 2段階完了までの申請計画を含む進め方をとりまとめるに

は今後 2 ヵ月程度を要する。 

 

以上 

（別添資料） 

・「もんじゅ」廃止措置第２段階に向けた検討－廃止措置計画全体像とロード

マップの策定に向けて（2021 年 7 月 29 日 日本原子力研究開発機構

（JAEA）） 



「もんじゅ」廃止措置第２段階に向けた検討

2021年7月29日

日本原子力研究開発機構（JAEA）

廃止措置計画全体像とロードマップの策定に向けて

資料2の別添
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図１ 廃止措置計画の実施体制強化

敦賀廃止措置実証部門長
（担当理事）

敦賀廃止措置実証本部長

敦賀廃止措置実証本部長
代理

廃止措置部長

もんじゅ所長

廃止措置計画課長

もんじゅ廃止措置
計画統括チーム

部内各課長

設備設計・製作メーカ
施設保全メーカ

使用済燃料プロジェクト
推進室長

廃止措置推進室長

総合設計工程会議

個社連絡会

②プロジェクトマネジメントの明確化
もんじゅ廃止措置計画のプロジェクトマ
ネージャーとして、プロジェクトの計画、
実施を管理

③プロジェクト管理強化のため新設
「もんじゅ廃止措置計画統括チーム」を設置し、全体計画、ロードマップを早急に作成した
上で、プロジェクトの進捗管理を一元的に実施する。
9月中に全体像、ロードマップを作成するため、「もんじゅ解体・廃棄物戦略会議」に常時
参加し、解体計画に関する検討結果の確認、検討指示を迅速に行う。
チーム長 敦賀廃止措置実証本部長：プロジェクト総括
副チーム長 敦賀廃止措置実証本部長代理：全体像、ロードマップ作成、改訂
チーム員 部門長技術補佐：技術レビュー、有識者助言・レビューのとりまとめ

実証本部廃止措置推進室長：本部の検討結果の報告、指示への対応
もんじゅ廃止措置部長：もんじゅの検討結果の報告、指示への対応

事務局 実証本部廃止措置推進室技術ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞ：廃止措置計画申請書案への反映
もんじゅ廃止措置計画課長：解体計画に関係するメーカの参画とりまとめ

⑤メーカ支援体制強化のため新設
各系統設備の進捗確認、調整、課題共有・対策検討を担
当メーカを含めて迅速に実施する。
（体制整備後、10月から運用開始予定）

もんじゅ解体・廃棄物
戦略会議

④廃止措置計画全体像、ロードマップ検討加速のため運用強化
解体計画に関して各担当の検討結果を集約し、全体像、ロード
マップ素案を作成し、「もんじゅ廃止措置計画統括チーム」の確
認、指示の下、修正、詳細化を行う。
• 9月中に全体像、ロードマップを作成するため、それまでの期

間は集中的に開催
• 10月以降は、定期的に実施

施設全体の横断的な検討のため、
課題別にWGを設置した検討体制

（工事ＷG、技術WG、
運用合理化WG、土木建築WG）

⑥廃止措置遂行に向けた体制整備のための運用
強化
各設備担当者に解体計画検討を担当させ、設備
設計を理解し、将来の解体作業を確実に実施で
きるよう人材育成を行っている。「もんじゅ廃
止措置計画統括チーム」の報告・指示、「もん
じゅ解体・廃棄物戦略会議」、「総合設計工程
会議」への参加により、効果的にスキル向上を
図る。

部門長技術補佐

①ガバナンスの強化
最高責任者として、プロジェクトの計画、
実施状況について、プロジェクトマネー
ジャーから報告を受け、必要な指示、監
督を行う。
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図２ 廃止措置計画全体像とロードマップの作成手順と結果の反映

2020年度各種検討結果
を踏まえて再評価

今回申請範囲
（2020年12月時点の検討）

今回申請範囲R1
（2020年結果反映）

今回申請範囲R2
第2段階完了までの進め方

主要系統の
廃止措置手順素案

全体工程イメージ初版

・第２段階以降の繋がりイメージ
・監視チーム会合説明の進め方

・全体像（中間報告）
・今回申請範囲（中間報告）

2020年度
調査検討結果

事前準備、後工程対応方針

全体像、ロードマップ、今回
申請範囲の整合確認

検討目標とする全体工程
概略ロードマップ

事前準備、後工程の検討

ロードマップ素案

ロードマップ作成検討用
全体工程の設定

ロードマップ素案ロードマップ素案

全体調整、見直し

ロードマップ素案ロードマップ素案ロードマップ初版

今回申請範囲 全体像とロードマップ 監視チーム会合

必要に応じ再検討

対応方針検討

・全体像、概略ロードマップ
・今回申請範囲
・今後の説明の進め方

必要に応じ再検討

必要に応じ再検討

ロードマップR1ロードマップR1ロードマップR1

報告

報告

報告

2020年12月21日 資料２

2021年7月

2021年9月

実施体制

早急に全体像、ロード
マップを作成した上で今
回申請範囲を明確化す
るため、以下のように実
施。

• 「もんじゅ解体・廃棄
物戦略会議」で集
約・検討した結果を
「もんじゅ廃止措置
計画統括チーム」が
その場で確認

• メーカ見解、有識者
の助言を反映

• 有識者によるレビュー

「総合設計工程会議」
で関係各社の共有・調
整を迅速に行い、プロ
ジェクト管理

ロードマップに基づくプロジェクト管理
検討結果の報告

・検討結果報告

海外先行例
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図３ 現在の廃止措置計画（廃止措置の全体工程）

高速増殖原型炉もんじゅ原子炉施設廃止措置計画認可申請書（2021年3月31日）
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図４ 海外先行炉の廃止措置計画全体像

廃止措置経過年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

スーパーフェニックス

PFR

燃料取出し

原子炉建屋内機器解体

原子炉容器内機器

撤去、解体

原子炉容器内部構造物の解体

ナトリウム処理

蒸気発生器解体

燃料取出し ナトリウム処理 ２次系前処理、解体 １次系前処理ナトリウム処理施設建設 １次系解体

ナトリウム

処理施設建設

原子炉容器、上蓋の解体

除染

しゃへい体等取出し

非原子力設備解体、機能合理化

タービン

建屋内解体

炉容器上蓋上

の機器解体

原子炉容器解体準備

（切断、残留物処理、

安定化、水張り）

建屋解体

ナトリウム系統の洗浄、解体

工作加工場設置、

回転プラグの

撤去解体

（注）

各機関の公開用情報をもとに原子力機構が作成した。

公開用情報として、要約、単純化されており、個々の具体的作業と一致しない場合があるものと推定される。
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図５ 主な廃止措置手順と第2段階到達目標（検討例）

第1段階 第２段階 第３段階 第4段階

建屋除染

廃棄体化に必要な諸設備整備

模擬体・しゃへい体等取出し

解体前処理

（残留ナトリウム低減、

安定化）

設備運用
設備

隔離

設備解体、解体後処理

（解体物移送、付着Na洗浄等)

Ｎａ

抜出

燃料体取出し

設備維持

廃棄体（充填固化体）作製

建屋解体

搬出

燃料体等の取出し

Ｎ
ａ
機
器
の
解
体
準
備
及
び
解
体

放射性固体廃棄物の

処理・処分

水・蒸気系等発電設備

等の解体撤去

原子炉容器

ＥＶＳＴ系

（1補系含む）

2次系

（EVST冷却系、

2補系含む）

建物等解体撤去

Ｎａ

ドレン Ｎａ抜出設備整備

設備維持

Ｎａ

ドレン

設備

運用

設備

隔離

Ｎａ

抜出Ｎａ抜出設備整備

設備休止 設備復旧

2次主冷系

解体準備計画

設備運用

設備運用 設備運用
解体後処理

（解体物移送、

付着Ｎａ洗浄等）

セメント固化設備整備

2次メ冷

設備解体実証

設備

隔離

Ｎａ

抜出

解体後処理

（解体物移送、付着Ｎａ洗浄等）

廃棄体（均質固化体）作製

クリアランス検認諸設備整備 クリアランス測定 搬出

汚染分布評価

搬出

諸設備運用・維持・改造（１）

水・蒸気系設備解体

汚染の分布に関す

る評価

注）使用済燃料及びナトリウムの処理・処分の方法に係る計画については、第2段階に着手するまでに反映して変更認可を受ける。

左記の廃止措置手順

は代表例であり、具体

的な手順は系統設備

毎に異なる。

Ｎａ

ドレン
解体前処理、解体撤去設備運用

設備

隔離

解体後処理

（解体物移送、

付着Ｎａ洗浄等）

Ｎａ

抜出Ｎａ抜出設備整備

設備休止 設備復旧
1次系

解体前処理、解体撤去

EVST

2補系

D/T解体

設備休止

設備休止

解体前処理、解体撤去

技術基盤整備 非放射性設備解体技術

放射性設備解体技術技術基盤整備

放
射
性

非
放
射
性

特殊設備解体技術（１） 特殊設備解体技術（２）

原子炉容器解体着手に必要な

しゃへい体等取出し完了 放射性ナトリウムのサイト外搬出完了

放射性設備の解体着手に必要な技術基盤整備完了：具体化必要

非放射性ナトリウムのサイト外搬出完了

非放射性設備の解体着手に必要な技術基盤整備完了：具体化必要

放射性設備の解体着手に必要な汚染分布評価完了：具体化必要

放射性設備の解体着手に必要な廃棄

物処理整備完了：具体化必要

放射性廃棄物発生量評価に必要な汚染分布評価完了：具体化必要

諸設備運用・維持・改造（２） 諸設備運用・維持・改造（３）

第２段階範囲

第3段階のプラント状態に応じた諸設

備運用・維持・改造計画：具体化必要

第2段階完了条件

（注）使用済燃料及びナトリウムの処理・処分の方法に係る計画については、第2段階に着手するまでに反映して変更認可を受ける。
第2段階完了までに必要な実施作業を複数の区切りに分割して、順次申請する。
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図６ ナトリウムの搬出までの流れ（検討例）

１次系ナトリウム（底部溶融）

１次系ナトリウム（固化）

２次系ナトリウム（溶融）

２次系ナトリウム（固化）

凡 例

丸数字の左の矢印の意味
↓：丸数字の移送により

Ｎａインベントリ減少
↑：丸数字の移送により

Ｎａインベントリ増加
↕ ：丸数字の移送により

Ｎａインベントリ増減後、
初期値に戻る

１次系ナトリウム（溶融）

ドレン後加熱しない状態
（局在する残留ナトリウムは
固化状態）

（注）ナトリウム移送・搬出計画は検討途上であり、
実施順序、実施時期を含め、変更の可能性あり。

（注）作業④は、EVST内で燃料ポッド内のナト
リウムを排出する作業であり、EVSTのナトリ
ウム保有量に変化はない。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

系統、設備名 容器有効容量

●原子炉容器 約500㎥ ↓① ↓⑦

●1次系 - ↓①

●1次メンテナンス冷却系 -  ↕ ⑦

1次系タンク　OF/T(100), D/T-
A(100), D/T-B,C(200)

約600㎥ ↑①
↓⑥
 ↕ ⑦

●EVST 約150㎥ ↓③ ↓⑧ ドレン

●EVST1補系 - ↓③ ↓⑧ 解体

EVST1補系タンク
OF/T(32), Dr/T(32)

約60㎥
↑②
↑③

↓⑧ 解体

●2次系 - 隔離

●2次メンテナンス冷却系 -

2次系タンク　OF/T-A,B,C(160),
D/T-A,C(160)

約800㎥ ↓⑤ 隔離 解体

2次系一時保管用タンク　A,B(20) 約40㎥ ↓⑤ 隔離 解体

●EVST冷却系 - 解体

●EVST2補系 - 解体

EVST2補系タンク　D/T(6) 約6㎥ ↓② 解体

ISOタンク 約20㎥ ↑⑤
↑⑥
↑⑦

↑⑧

現在の状態

①1次系ドレン（R/V（SsL）でしゃへい体等取出し）

②EVST2補系D/TからEVST1補系OF/Tへ移送

③EVST及び１補系からOF/T、Dr/Tへドレン、固化

④EVST内燃料移送ポットの残留ナトリウム低減化

⑤2次系ナトリウム抜取り

⑥1次系ナトリウム抜取り

⑦原子炉容器から1次系タンクを経由しナトリウム抜取り

⑧EVSTナトリウム抜取り

150（溶融） 100（溶融）

ナ
ト
リ
ウ
ム
移
送
作
業

ナトリウム移送作業名

系
統

、
設
備
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
保
有
量

500（溶融）
ドレン

（底部溶融）

充填（溶融）

370（溶融）

ドレン

470（固化）

ドレン ドレン

空
（底部溶融）

空

空

40（固化） 空

充填 ドレン

ほぼ空（底部溶融） 60（固化）

ドレン 解体

ドレン

ドレン

6（固化）

ドレン 解体

800（固化）

時間の流れ

Dr/T：ドレンタンク
D/T  ：ダンプタンク
OF/T：オーバフロータンク
R/V  ：原子炉容器
SsL ：システムレベル（通常液位より約3ｍ低い）



廃棄体化
設備

廃液処理
設備
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図７ 事前準備及び後工程の課題整理（原子炉容器の検討例）

Ｎａ
ドレ
ン

解体前処理
（残留Na低減、
安定化処理）

設備
隔離

解体後処理
（解体物移送、

洗浄等）

設備解体

Ｎａ
抜出

Ｎａ抜出
設備整備

設備休止

設備復旧

設備運用

原子炉容器解体全体の流れ

原子炉容器解体事前準備

後工程（廃棄物処理、搬出）

汚染分布評価

原子炉容器解体
方法の概念検討

先行事例調査

基本方針
設定

技術基盤整備、段階的な実績、経験の反映

解体作業計画

残留Na
回収設備

Ｎa輸送・
利用計画

現在

燃料体取出し しゃへい体等取出し

しゃへい体等
取出し計画

保全運用計画

燃料体取出し
完了後の設備
保全運用の考
え方

取出し作業停止を
要する点検期間

休止状態の
維持管理計画

Na廃液
処理計画

Naドレン、残留Na回収・安
定化、炉内構造物解体、
移送、切断、Na洗浄、新
設設備概念等の全体像

概念設計

詳細設計

Na安定化
設備

遠隔解体
設備

移送経路
準備

切断・洗浄
設備

基本方針
見直し

Na輸送、
処理、譲渡

洗浄廃液
処理

廃棄体化
搬出

Ｎa輸送、受入
れ施設準備

解体作業訓練、習熟

後工程

設備整備

設備設計

解体計画
方針策定

体制整備

設備整備、モック
アップ試験、試運用

凡例

後工程（ナトリウム搬出）

設備保全運用

しゃへい体等取出し 既設タンクに収容で
きないNaの保管法
（固化 or 液体）

搬出ルート、安
全の考え方

回収方法、設備
概念、残留量

設備概念、設
置場所

赤字は論点の例

解体作業

安定化方法、
設備概念




